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狂
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茂
山
家
の
稽
古
舞
台
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
数
々
の
賞

状
を
見
る
と
、
千
作
・
千
五
郎
の
名
前
が
並
び
、
二
代
・

三
代
に
わ
た
る
累
代
の
栄
誉
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
同
一
人
の
名
前
で
は
な
く
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
名
跡
な
の
で
あ
る
。
国
家
や
公
的
な
団
体

か
ら
狂
言
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
栄
誉
が
与
え

ら
れ
て
き
た
の
は
近
年
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

流
れ
は
代
々
の
茂
山
家
に
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
も
の
と

い
え
よ
う
。

　

茂
山
家
は
大
蔵
流
の
狂
言
師
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は

彦
根
藩
の
井
伊
家
に
抱
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
明

治
以
後
、
大
名
の
庇
護
を
離
れ
る
と
と
も
に
、
能
の
間あ
い

狂

言
に
飽
き
足
ら
ず
、
独
自
の
狂
言
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た

と
い
う
。
社
寺
で
の
奉
納
や
学
校
巡
り
と
い
う
よ
う
な
武

家
の
式
楽
か
ら
は
遠
の
い
た
狂
言
に
変
化
し
て
い
っ
た
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こ
と
が
一
般
に
好
ま
れ
る
狂
言
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
に
「
お
豆
腐
狂
言
」
と
い
わ
れ
る
由
縁
が
あ
る
。
当
初
は

ど
こ
へ
で
も
出
掛
け
て
い
く
と
い
う
の
で
、
ど
ん
な
料
理
に
も
間

に
合
う
豆
腐
の
よ
う
だ
と
い
わ
れ
た
悪
口
を
逆
手
に
取
っ
て
、
ど

こ
で
も
演
じ
ら
れ
る
狂
言
と
い
う
意
味
で
、
お
豆
腐
狂
言
を
名
の
っ

た
の
だ
と
千
五
郎
師
は
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

十
三
世
茂
山
千
五
郎
師
は
、
昭
和
二
十
年
、
十
二
世
千
五
郎
師

（
現
千
作
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
（
本
名
正
義
）、
四
歳
で
「
以い

呂ろ

波は

」
の
シ
テ
で
初
舞
台
を
踏
み
、
昭
和
三
十
六
年
に
「
三さ
ん

番ば

三そ
う

」、

四
十
一
年
に
は
二
十
歳
で
「
釣
狐
」
を
披ひ
ら

い
て
以
来
、
狂
言
会
の

活
性
化
を
め
ざ
し
て
活
動
を
広
げ
て
来
ら
れ
た
。
茂
山
家
一
族
の

勉
強
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
世
代
の
観
客
の
掘
り
起
こ

し
を
ね
ら
っ
て
「
花
形
狂
言
会
」
を
発
足
さ
せ
、
弟
真
吾
（
二
世

七
五
三
）、
従
兄
弟
あ
き
ら
の
各
師
と
と
も
に
主
宰
し
て
来
ら
れ
た
。

　

古
典
狂
言
の
ほ
か
、
木
下
順
二
作
に
よ
る
「
木
竜
う
る
し
」、
小

松
左
京
作
の
Ｓ
Ｆ
狂
言
「
狐
と
宇
宙
人
」、
帆
足
正
規
作
の
「
死
神
」

や
、
千
年
ぶ
り
の
復
曲
と
い
う
織
田

正
吉
作
の
「
袈
裟
求
」
な
ど
、
数
々

の
新
作
狂
言
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
国
立
能
楽
堂
で
の
復
曲「
麻

生
」
で
は
、
父
千
作
と
共
演
し
て
、

舞
台
上
で
髪
を
結
う
珍
し
い
演
技
を

披
露
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
・
東
南
ア
ジ
ア
等
、

海
外
公
演
に
も
多
数
参
加
し
て
お
ら
れ
る
。

　

昭
和
六
十
一
年
に
は
、「
京
都
市
芸
術
新
人
賞
」
を
受
賞
、
日
本

能
楽
会
に
入
会
し
、「
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
」
に
認

定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
六
年
に
「
十
三
世
茂
山
千
五
郎
」
を
襲
名
、

父
千
作
師
を
は
じ
め
八
十
歳
台
か
ら
二
十
歳
台
に
至
る
一
族
十
一

名
と
門
人
を
含
め
て
二
十
三
名
の
総
帥
と
し
て
、
京
都
だ
け
で
は

な
く
世
界
に
通
じ
る
狂
言
を
伝
承
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
平

成
十
六
年
に
は
「
京
都
府
文
化
賞
功
労
賞
」、
二
十
年
に
は
「
京
都

市
文
化
功
労
者
」、
さ
ら
に
こ
の
年
「
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
」
を
受

賞
さ
れ
、
狂
言
界
初
の
文
化
勲
章
を
受
け
ら
れ
た
父
四
世
千
作
師

の
後
嗣
と
し
て
、
ま
す
ま
す
の
ご
精
進
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

狂言　鎌腹
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智恵光院通
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Ch
ie
kh
oi
n智

恵
光
院
通

　

智
恵
光
院
通
の
北
端
は
、
北
大
路
通

に
面
し
た
大
徳
寺
の
総
門
に
始
ま
り
ま

す
。
通
り
の
名
は
一
条
通
上
る
に
あ
る

智
恵
光
院
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
寺
之
内
通

で
東
へ
六
〇
メ
ー
ト
ル
ず
れ
て
南
下
し

ま
す
。
そ
の
ま
ま
南
へ
の
び
る
道
は
、

上
立
売
通
で
本
隆
寺
の
土
塀
に
突
き
当

た
り
、
そ
の
北
側
に
は
西
陣
聖
天
と
呼

ば
れ
る
雨
宝
院
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
あ

た
り
ま
で
は
大
徳
寺
へ
の
参
道
の
よ
う

な
役
目
を
果
た
し
て
来
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

寺
之
内
通
か
ら
南
へ
、
丸
太
町
通
ま

で
幅
十
一
メ
ー
ト
ル
の
広
い
道
路
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
十
年
の
強

制
疎
開
に
よ
る
も
の
で
す
。
明
治
末
年

の
地
図
を
見
ま
す
と
下
立
売
通
で
止

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
丸
太
町

通
ま
で
全
く
新
し
い
道
路
が
で
き
て
い

ま
す
。
一
条
通
で
少
し
西
へ
ず
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
東
側
を
削
っ
た
り
、
西

側
を
広
げ
た
り
し
た
た
め
、
今
の
よ
う

な
直
線
道
路
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
下
立
売
通
の
と
こ
ろ
で
は
、
道
路

の
真
ん
中
に
島
の
よ
う
に
交
番
が
建
っ

て
い
た
り
す
る
の
で
す
。

　

芦
山
寺
通
上
る
に
あ
る
真
教
寺
の
と

こ
ろ
か
ら
が
上
京
区
で
す
。
こ
の
寺
は

浄
土
宗
鎮
西
派
、
松
久
山
と
号
し
慶
長

四
年
（
一
五
九
九
）
僧
典
故
の
開
基
で
、

そ
の
時
は
天
台
宗
延
暦
寺
の
末
寺
で
し

た
。こ
の
付
近
は
千
本
廻
り
と
呼
ば
れ
、

維
新
前
は
粟
田
の
青
蓮
院
な
ど
の
領
地

で
し
た
。

　

寺
之
内
通
の
少
し
南
か
ら
上
立
売
通

あ
た
り
ま
で
を
鹿か
の

子こ

屋や

辻ず

子し

と
い
い
ま

す
。
こ
こ
に
つ
な
が
る
東
西
の
通
り
に

は
、
大
宮
通
と
の
間
に
、
伊い

佐さ

殿ど
の

辻
子

と
観か
ん

世ぜ

辻
子
、
伊
佐
殿
辻
子
の
西
に
は

聚じ
ゅ

楽ら
く

辻
子
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
辻
子

は
平
安
京
の
北
端
か
ら
北
へ
伸
び
て
き

た
縦
通
り
や
、
そ
れ
ら
を
つ
な
い
だ
横

通
り
に
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
な
の
で

す
。
こ
の
南
、
五
辻
通
と
今
出
川
通
の

間
に
も
桜
井
辻
子
が
あ
り
ま
す
。Ch

ie
kh
oi
n本

隆
寺
と

　
　

首
途
八
幡
宮

　

上
立
売
通
の
南
西
角
に
は
、
古
瓦
を

埋
め
込
ん
だ
美
し
い
土
塀
が
続
く
本
隆

寺
が
あ
り
ま
す
。
法
華
宗
真
門
流
の
総

本
山
で
、
山
号
を
慧え

光こ
う

無
量
山
、
寺
名

を
本
妙
興
隆
寺
と
い
い
、
略
し
て
慧

光
山
本
隆
寺
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
妙
顕
寺
日
具
の
弟
子
で
あ
っ 真教寺
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た
日
真
が
本ほ
ん

迹し
ゃ
く

勝し
ょ
う

劣れ
つ

を
強
調
し
て
師

か
ら
分
立
し
て
室
町
時
代
の
長
享
二

年
（
一
四
八
八
）、
六
角
西
洞
院
の
草

庵
に
題
目
釈
迦
多
宝
仏
を
安
置
し
て

開
創
し
、
翌
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）

に
四
条
大
宮
に
堂
宇
を
構
え
、
京
都

法
華
二
十
一
本
山
の
一
つ
と
し
て
栄

え
ま
す
。
し
か
し
天
文
法
華
の
乱

（
一
五
三
六
）
で
延
暦
寺
の
宗
徒
に
焼

打
ち
さ
れ
堺
に
逃
れ
ま
す
が
、
天
文

十
一
年
（
一
五
四
二
）
に
堀
川
一
条
で

再
興
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に

豊
臣
秀
吉
の
市
街
地
改
造
に
よ
り
現
在

地
へ
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
享
保

十
五
年
（
一
七
三
〇
）
の
西
陣
焼
け

や
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
大
火

に
遭
い
ま
す
が
、
幸
い
に
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）
に
建
て
ら
れ
た
棟
札
を

有
す
る
本
堂
は
焼
け
残
り
、
そ
の
後
に

再
建
し
た
祖
師
堂
と
と
も
に
京
都
府
指

定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

火
を
免
れ
た
の
は
本
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
鬼き

子し

母ぼ

神じ
ん

の
霊
験
に
よ
る
も
の
と

し
て
不や
け
ず
の
て
ら

焼
寺
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
方
丈
・
鐘
楼
・
宝
蔵
・
三
十
番
神

堂
な
ど
の
建
物
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

祖
師
堂
前
に
あ
る
夜よ

泣な
き

止ど
め

の
松
は
、

皮
や
松
葉
を
枕
の
下
に
敷
く
と
幼
児
の

夜
泣
き
が
や
む
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

は
第
五
世
日
諦
が
一
婦
人
か
ら
幼
児
の

養
育
を
依
頼
さ
れ
、
夜
泣
き
を
し
て

困
っ
た
の
で
、
題
目
を
唱
え
な
が
ら
松

の
木
を
廻
る
と
泣
き
止
ん
だ
と
い
う
霊

験
に
由
来
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
本

堂
前
の
千
代
野
井
は
、無む

外が
い

如に
ょ

大だ
い

尼に（
千

代
野
姫
）
が
満
月
の
夜
に
、
こ
の
井
戸

の
水
を
汲
ん
で
い
た
と
こ
ろ
桶
の
底
が

抜
け
て
月
影
が
水
の
中
に
消
え
た
の
を

見
て
悟
り
を
開
き
仏
道
に
入
っ
た
と
い

う
由
緒
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
出
川
通
へ
出
る
少
し
手
前
の
西
側

に
首か
ど
　
で途
八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
広

本隆寺土塀

本隆寺本堂

首途八幡宮

京
都
市
上
京
区
千
本
通
今
出
川
上
ル
西
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
一
四
六
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
一
四
七
番

電
話
（
〇
七
五
）
461 

｜
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大
な
境
内
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
は
こ
れ
が
西
陣
の
市
街
地
の

中
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
細
長
い
石
段

を
登
っ
た
奥
深
い
と
こ
ろ
に
社
殿
が
あ

り
ま
す
。
祭
神
は
宇
佐
八
幡
宮
を
勧か
ん

請じ
ょ
う

し
た
八
幡
三
神
で
、
も
と
は
内
野
八
幡

宮
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
は
桃
園

宮
跡
と
さ
れ
、
内
野
と
は
平
安
宮
内
裏

が
廃
墟
と
な
っ
た
野
の
こ
と
で
、
も
と

は
そ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
平
安
時
代
の
末
、
奥
州
の
商

人
、
金か
ね

売う
り

橘き
ち

次じ

に
伴
わ
れ
て
奥
州
平
泉

の
藤
原
秀
衡
の
も
と
へ
旅
立
っ
た
源
義

経
が
首
途
を
祈
っ
た
の
で
、
首
途
八
幡

宮
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
時
に
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）

三
月
三
日
の
夜

明
け
、
十
六
歳

の
義
経
は
鞍
馬

山
か
ら
金
売
橘

次
の
屋
敷
へ

や
っ
て
来
ま
し

た
。
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
に

出
版
さ
れ
た
黒
川
道
祐
の
名
著
『
雍よ
う

州し
ゅ
う

府ふ

志し

』
に
は
「
橘
次
の
井
は
西
陣
五
辻

南
桜
井
辻
子
に
在
り
。
相
伝
ふ
、此
処
、

売
金
商
橘
次
末
春
之
宅
地
也
。
此
の

井
、
大
面
水
又
清
冷
也
。
源
義
経
、
橘

次
東
行
に
従
ふ
時
、此
処
よ
り
首
途
す
。

（
読
み
下
し
）」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
橘

次
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
ま

す
。
義
経
の
首
途
か
ら
八
三
〇
年
後
の

平
成
十
六
年
に
「
源
義
経
奥
州
首
途
之

地
」
の
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。Ch

ie
kh
oi
n智

恵
光
院

　

笹
屋
町
通
下
る
に
あ
っ
て
、
通
り
の

名
と
な
っ
た
智
恵
光
院
は
、
称
念
山
平

等
寺
と
号
す
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
五

摂
家
の
一
つ
鷹た
か

司つ
か
さ家
の
始
祖
で
あ
る
摂

政
関
白
太
政
大
臣
の
兼
平
が
永
仁
二
年

（
一
二
九
四
）
に
自
ら
の
家
の
菩
提
寺

と
し
て
如
空
（
如
一
国
師
）
を
開
基
と

し
て
創
建
し
ま
し
た
。
当
初
は
今
の
岡

崎
の
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
頃

に
か
現
在
の
地
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

京
都
七
光
院
の
一
つ
と
し
て
栄
え
ま

し
た
が
、
西
陣
焼
け
と
天
明
の
大
火
に

類
焼
し
、そ
の
後
再
興
さ
れ
た
も
の
の
、

昭
和
二
十
年
の
強
制
疎
開
で
塔
頭
四
院

が
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。
本
尊
阿
弥
陀

如
来
像
を
安
置
す
る
本
堂
は
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
の
再
建
、
地
蔵
堂
に
は

小
野
篁
た
か
む
らが
作
っ
た
と
伝
え
る
六ろ
っ

臂ぴ

地
蔵

を
安
置
、
ほ
か
に
弁
財
天
像
を
安
置
し

た
小
堂
が
あ
り
ま
す
。

　

一
条
通
か
ら
南
は
聚
楽
第
の
跡
地
に

な
り
ま
す
。
須
浜
池
町
・
山
里
町
・
下

山
里
町
・
須
浜
町
・
西
辰
巳
町
・
天
秤

丸
町
は
、
い
ず
れ
も
聚
楽
第
の
建
物
や

堀
な
ど
に
因
む
町
名
で
、
遺
構
が
発
見

さ
れ
に
く
い
聚
楽
第
の
往
時
を
偲
ば
せ

て
く
れ
ま
す
。

Ch
ie
kh
oi
n西

陣
空
襲

　

智
恵
光
院
通
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
に
発
生
し
た

Ｂ
29
に
よ
る
爆
弾
の
投
下
で
し
ょ
う
。

そ
の
場
所
は
下
長
者
通
上
る
に
あ
る
今

の
辰
巳
児
童
公
園
な
の
で
す
。
平
成

十
七
年
八
月
に
空
爆
被
災
を
記
録
す
る

碑
の
建
立
委
員
会
に
よ
っ
て
公
園
の
一

隅
に
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
碑

文
を
転
載
し
て
悲
惨
な
空
襲
を
思
い
返

源義経首途の碑

智恵光院本堂
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し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月

二
十
六
日
昼
前
、
低
い
雲
の
上
空
に
敵

機
Ｂ
29
の
爆
音
が
近
づ
き
、
突
然
に
轟

然
た
る
爆
発
音
と
と
も
に
す
さ
ま
じ
い

土
煙
が
上
が
っ
た
。
こ
の
時
の
被
爆
は

上
長
者
町
通
よ
り
南
は
下
立
売
通
、
東

は
大
宮
通
、
西
は
浄
福
寺
通
に
至
る
方

四
百
メ
ー
ト
ル
の
地
域
で
、
当
時
の
報

告
に
は
五
十
キ
ロ
爆
弾
七
発
と
も
五
発

と
も
言
わ
れ
た
。

　

報
道
管
制
の
た
め
、
そ
の
状
況
は
、

多
く
の
市
民
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な

か
っ
た
が
、
西
陣
警
察
署
の
記
録
に
よ

る
と

　

一
、
死
傷
者　

即
死
四
十
三
人

　
　
　

重
傷　

十
三
人

　
　
　

軽
傷
五
十
三
人　

計
百
九
人

　

二
、
被
害
家
屋　

全
壊
七
十
一
戸　

　
　
　

半
壊
八
十
四
戸

　
　
　

一
部
損
壊
百
三
十
七
戸

　
　
　

計
二
百
九
十
二
戸

　

三
、
罹
災
者　

八
百
五
十
人

で
あ
っ
た
。（
以
下
略
）」

　

京
都
で
は
、
ほ
か
に
も
東
山
区
の
馬

町
と
太
秦
の
三
菱
工
場
が
爆
撃
さ
れ
ま

し
た
が
、
西
陣
の
空
襲
は
最
も
大
き
な

罹
災
で
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
か
ら
最
近
表
示
さ
れ
た

平
安
宮
の
遺
跡
を
た
ど
る
う
ち
に
二
条

城
に
達
し
ま
す
。

（
出
雲
路
敬
直
）

訂
正
と
お
詫
び

■
前
号
（
三
十
五
号
・
平
成
二
十
年
八

月
十
五
日
発
行
）
の
訂
正
に
つ
い
て

前
号
（
三
十
五
号
）
の
記
事
中
、五
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
中
村
宗
哲
家
住

宅
」
の
写
真
は
、
誤
り
で
し
た
。
正
し

い
写
真
は
左
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
中
村
家

並
び
に
近
隣
の
皆
様
に
は
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
大
路
通

上
御
霊
前
通

廬
山
寺
通

上
立
売
通

五
辻
通

今
出
川
通

元
誓
願
寺
通

笹
屋
町
通

一
条
通

中
立
売
通

上
長
者
町
通

下
長
者
町
通

出
水
通

下
立
売
通

椹
木
町
通

丸
太
町
通

chiekoin dori

●
大
徳
寺

●
真
教
寺

●
本
隆
寺

●
首
途
八
幡
宮

●
智
恵
光
院

●

西
陣
空
襲
の
碑

西陣空襲の碑

中村宗哲家　住宅
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【 

太
政
官 

】だ
じ
ょ
う
か
ん・だ
い
じ
ょ
う
か
ん

お
お
い
ま
つ
り
ご
と
の
つ
か
さ

　

太
政
官
は
、
古
代
日
本
の
律り
つ

令り
ょ
う政
治

を
行
う
全
て
の
機
関
を
指
揮
す
る
最
高

官
庁
で
し
た
。
神じ
ん

祇ぎ

官か
ん

・
八
省
（
中な
か

務つ
か
さ

省し
ょ
うな
ど
の
役
所
）・
弾だ
ん

正じ
ょ
う

台だ
い

の
頂
点
に

位
置
し
、
天
皇
に
直
接
要
請
す
る
こ
と

の
で
き
る
権
限
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

太
政
官
で
決
定
さ
れ
た
内
容
が
各
機
関

お
よ
び
地
方
へ
と
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
組
織
は
、
太
政
大
臣
を
ト
ッ
プ

に
、
左
大
臣
、
右
大
臣
、
大
納
言
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
太
政
大
臣

は
、
い
つ
も
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
安
時
代
に
は
天
皇

に
か
わ
っ
て
政
務
を
と
る
摂
政
や
関
白

の
地
位
に
も
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
の
日
本
の
行
政
組
織
に
置
き
換

え
る
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
が
、
内
閣

総
理
大
臣
と
内
閣
府
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

【
太
政
官
の
位
置
と
配
置 

】

　

太
政
官
は
、
平
安
宮
の
中
央
、
朝
堂

院
の
す
ぐ
東
側
に
設
け
ら
れ
、
北
側
の

中
務
省
、
南
側
の
民
部
省
な
ど
と
と
も

に
並
ん
で
い
ま
す
（
図
一
、
図
二
参

照
）。
大
き
さ
は
、
東
西
五
七
丈
（
約

一
七
〇
メ
ー
ト
ル
）、南
北
四
〇
丈
（
約

一
一
九
メ
ー
ト
ル
）
で
、
ま
わ
り
は
築

地
で
囲
ま
れ
、
各
々
の
面
に
門
が
設
け

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在
の
住
所

表
示
で
は
、上
京
区
主
税
町
に
あ
た
り
、

お
お
よ
そ
東
を
美
福
通
、
西
を
土
屋
町

通
、
南
を
竹
屋
町
通
、
北
を
郁
芳
通
に

囲
ま
れ
る
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

史
料
か
ら
推
定
す
る
と
、
太
政
官
内

に
は
、
正
庁
が
敷
地
中
央
に
置
か
れ
、

そ
の
前
面
、
左
右
対
称
に
東
庁
と
西
庁

が
設
け
ら
れ
、
正
庁
と
は
複
廊
で
結
ば

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
建
物

や
廊
は
基
壇
上
に
建
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
と
は
別
に
、
北
西
部
に
勘か

解げ

由ゆ

使し

、
南
西
部
に
文ふ
み

殿ど
の

、
北
東
部
に
曹そ
う

司し

お
よ
び
厨く
り
や、
正
庁
の
東
に
は
朝
あ
い
た
ん

所ど
こ
ろ、

西
に
は
造ぞ
う

曹そ
う

司し

と
呼
ば
れ
る
区
画
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
勘
解
由
使
は
、
延

暦
一
六
年
（
七
九
七
）
に
官
人
の
交
代

を
監
督
す
る
た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ

た
部
署
で
す
。
朝
所
は
、
参
議
な
ど
が

会
食
や
政
務
を
行
っ
た
場
所
で
す
。
内

裏
焼
亡
の
際
に
は
、
天
皇
の
御
座
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
太
政
官
の
発
掘
調
査
成
果
】

　

太
政
官
内
部
の
様
子
は
、
史
料
か
ら

お
お
ま
か
な
区
画
や
建
物
の
配
置
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
実
際
に
は
大

小
様
々
な
建
物
が
置
か
れ
て
い
た
で

し
ょ
う
し
、
焼
亡
に
よ
る
建
て
替
え
や

新
た
な
部
署
の
設
置
な
ど
も
あ
り
、
変

遷
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

の
実
態
を
知
る
に
は
、
や
は
り
発
掘
調

査
に
よ
る
成
果
を
ま
た
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
当
研
究
所
が
発
足
し
て
三
〇
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
太
政
官
の

推
定
区
域
で
実
施
し
た
発
掘
調
査
は

一
〇
件
（
図
三
参
照
）
で
、
他
に
試
掘

上
京
の
埋
蔵
文
化
財

│
平
安
宮
太
政
官
跡
の
調
査
│

│
平
安
宮
太
政
官
跡
の
調
査
│

図１　平安宮復原図置

図 2　平安宮模型（京都アスニー展示）
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調
査
や
立
会
調
査
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
一
・
二　

調
査
一
は
一
九
七
七

年
に
実
施
し
た
調
査
で
、
砂
礫
を
積
み

土
し
た
土
壇
状
の
高
ま
り
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
土
壇
は
、
北
側
の

一
九
七
八
年
に
調
査
し
た
調
査
二
に
も

続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

調
査
三　

一
九
七
八
年
に
実
施
し
た

調
査
で
、
太
政
官
の
西
端
を
区
切
る
南

北
方
向
の
築
地
と
そ
の
内
外
で
溝
が
見

つ
か
り
ま
し
た
（
写
真
一
参
照
）。
内

外
の
溝
の
間
は
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル（
一

丈
五
尺
）
あ
り
、
こ
れ
は
『
延
喜
式
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
路
に
面
す
る
築

地
の
寸
法
規
格
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま

す
。
お
よ
そ
幅
二
メ
ー
ト
ル
弱
高
さ
四

メ
ー
ト
ル
強
の
瓦
葺
き
の
築
地
で
囲
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
内
溝

の
一
部
に
は
、
凝
灰
岩
を
使
用
し
て
護

岸
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
溝

付
近
は
、
何
度
も
造
り
替
え
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
土
壙
や
溝
が
重
複
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
平
安
時
代
前
期

か
ら
中
期
に
か
け
て
の
土
器
や
瓦
（
写

真
六
参
照
）
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て
い

ま
す
。
太
政
官
と
朝
堂
院
と
の
間
の
道

路
に
は
平
安
時
代
後
期
の
瓦
溜
め
が
複

数
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
で
は
、
太
政
官
跡

の
下
で
古
墳
時
代
後
期
の
溝
（
写
真
二

参
照
）
が
北
東
方
向
か
ら
南
西
方
向
に

む
か
っ
て
掘
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
平
安

宮
が
造
ら
れ
る
以

前
に
こ
の
地
に

人
々
が
生
活
し
て

い
た
こ
と
が
実
証

さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
四　

一
九
七
九
年
に
実

施
し
た
調
査
で
、

朝
所
推
定
地
南
部

に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、

東
西
方
向
の
溝
が

見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
中
か
ら
は
、

平
安
時
代
中
期
の

土
器
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
五　

一
九
八
〇
年
に
実
施
し
た

調
査
で
、
太
政
官
と
そ
の
北
側
の
一
画

を
し
め
る
中
務
省
と
の
間
の
道
路
推
定

地
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
落
込

み
が
見
つ
か
り
、
中
か
ら
築
地
に
葺
か

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
多
量
の
瓦
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

図 3　太政官復原図
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調
査
六　

一
九
八
〇
年
に
実
施
し
た

調
査
で
、
文
殿
の
推
定
地
付
近
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
東
西
方
向

の
溝
や
土
壙
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
土
壙
の
一
つ
か
ら
は
、
平
城
宮
式

瓦
を
含
む
平
安
時
代
の
前
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
瓦
が
多
量
に
出
土
し
て
い

ま
す
。
見
つ
か
っ
た
溝
は
、
文
殿
の
北

側
を
区
切
る
施
設
に
関
連
す
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
七　

一
九
八
八
年
に
実
施
し
た

調
査
で
、
太
政
官
北
面
築
地
、
外
溝
、

路
面
、
中
務
省
南
面
築
地
外
溝
な
ど
が

ま
と
ま
っ
て
見
つ
か
り
ま
し
た
（
写
真

三
参
照
）。
太
政
官
の
外
溝
の
北
側
肩

口
に
は
杭
を
打
ち
込
ん
だ
跡
が
並
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
護
岸
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

調
査
八　

一
九
八
八
年
に
実
施
し
た

調
査
で
、
太
政
官
中
央
北
西
部
の
造
曹

司
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
調
査
で

は
、
東
西
方
向
の
築
地
と
こ
れ
の
両
側

で
溝
、
こ
れ
ら
の
南
側
で
は
溝
に
囲
ま

れ
る
土
壇
、
さ
ら
に
柱
穴
や
土
壙
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
（
写
真
四
参

照
）。
築
地
基
底
部
は
版は
ん

築ち
く

し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

重
複
し
て
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
何
回
も
造
り
替
え
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
溝
や
土
壙

か
ら
は
、
多
量
の
平
安
時
代
前
期
の
土

器
類
や
搬
入
瓦
（
写
真
五
参
照
）
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
東
西
方
向
の

築
地
は
、
造
曹
司
の
区
画
に
関
係
す
る

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
九　

一
九
八
七
年
に
実
施
し
た

調
査
で
、
正
庁
の
北
側
で
朝
所
付
近
に

あ
た
り
ま
す
。東
西
方
向
の
数
本
の
溝
、

土
壙
、
落
込
み
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
重
複
し
て
溝
な
ど
が
造

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
調
査
は
、
発
掘
調
査
で
実
施

し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
周

辺
の
道
路
で
実
施
し
た
下
水
道
や
上
水

管
の
敷
設
工
事
に
伴
う
立
会
調
査
を
数

件
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査

で
も
、
溝
や
土
壙
な
ど
が
各
所
で
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

【
太
政
官
の
復
原
】

　

こ
れ
ら
の
調
査
を
総
合
す
る
と
、
太

政
官
の
範
囲
や
内
部
の
様
子
が
少
し
ば

か
り
で
す
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
調
査
三
で
西
端
、
調
査
七
で

北
端
が
確
定
で
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果

と
、
他
の
平
安
宮
内
の
調
査
成
果
な
ど

を
参
考
に
し
て
東
端
や
南
端
も
復
原
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
内
部
の
様
子
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
太
政
官
中
枢
部
の
様
子
は
調
査

成
果
か
ら
は
知
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
お
そ
ら
く
は
、
主
要
建
物
は
、

基
壇
上
に
建
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
削

平
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

写真 1　調査 3（南より）西築地・内溝

写真 2　調査 3（南西より）古墳時代の溝

写真 3　調査 7（北より）北築地・外溝・路面

写真 4　調査 8（南より）「造曹司」築地
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後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
、
附
属
機
関
の
区
画
を
示
す
築

地
と
み
ら
れ
る
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
調
査
六
で
見
つ
か
っ
た
東
西
方

向
の
溝
は
、
文
殿
（
文
書
の
保
管
倉

庫
）
の
北
端
を
示
し
、
竹
屋
町
通
の
立

会
調
査
で
見
つ
か
っ
た
南
北
方
向
の
二

本
の
溝
は
東
端
を
示
し
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
八
で
見
つ

か
っ
た
東
西
方
向
の
溝
と
築
地
は
造
曹

司
に
関
係
す
る
区
画
施
設
と
み
ら
れ
ま

す
。
こ
の
西
の
延
長
が
調
査
三
に
あ
た

り
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
凝
灰
岩
を
並
べ

て
護
岸
し
た
南
北
溝
が
あ
り
、
こ
こ
に

築
地
が
取
り
付
い
て
い
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
調
査
四
や
調
査

九
で
東
西
方
向
の
溝
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
か
不
明

で
す
。

【
ま
と
め
】

　

太
政
官
か
ら
出
土
す
る
遺
物
は
平
安

時
代
初
期
の
も
の
が
多
数
あ
り
、
太
政

官
が
平
安
京
遷
都
と
と
も
に
機
能
し
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
そ

の
後
の
造
り
替
え
な
ど
を
多
々
経
て
い

る
こ
と
は
、
重
複
す
る
溝
や
土
壙
、
平

安
時
代
中
期
や
後
期
の
土
器
、
瓦
が
多

数
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
調
査
の
積
み
重
ね
と
、
新

し
い
事
実
が
わ
か
っ
た
時
点
で
の
復
原

案
の
作
成
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
確
か
な
変
遷
と
構
造
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究

所　

長
宗　

繁
一
）

訂
正
と
お
詫
び

■
前
号
（
三
十
五
号
・
平
成
二
十
年
八

月
十
五
日
発
行
）
の
訂
正
に
つ
い
て

前
号
（
三
十
五
号
）
十
ペ
ー
ジ
最
下
段

の
文
中
、「
朝
堂
院
は
、
東

西
約
四
七
〇
ｍ
、
南
北
約

一
九
〇
ｍ
の
広
さ
が
あ
り
」

と
あ
る
の
は
、「
朝
堂
院
は
、

東
西
約
一
九
〇
ｍ
、
南
北

約
四
七
〇
ｍ
の
広
さ
が
あ

り
」
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

写真 5　搬入瓦（平城宮や難波宮から運ば
れてきた瓦）

写真 6　平安宮使用の瓦
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黒
田
正
玄
家
の
竹
工
芸
（
上
）

　

黒
田
正
玄
家
は
千
家
十
職
の
一
つ
で

竹
工
芸
を
担
当
す
る
家
で
す
。
初
代
よ

り
八
代
ま
で
徳
川
将
軍
家
の
御
用
柄ひ

杓し
ゃ
く

師し

と
し
て
竹
細
工
を
生
業
と
し
て
き
ま

し
た
。
今
も
十
三
代
目
の
当
代
へ
と
家

業
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

初
代
正
玄
は
天
正
六
年
（
一
五
七

八
）、
越
前
黒
田
郡
黒
田
庄
（
現
在
の

福
井
県
三
方
五
湖
の
近
く
）
に
生
を
う

け
、
名
を
七
郎
左
衛
門
と
い
い
ま
し

た
。
丹
羽
越
前
守
に
仕
え
、
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
の
役
に
は
西
軍

に
従
軍
し
て
敗
れ
た
あ
と
、
剃
髪
し
て

正
玄
と
改
名
し
、
江
州
大
津
に
移
り
住

み
、
竹
細
工
を
生
業
と
し
て
お
り
ま
し

薦
め
ら
れ
ま
し
た
が
辞
退
し
、
薦
め
に

し
た
が
い
三
人
の
息
子
の
う
ち
長
男
の

正
悦
を
芸
州
の
大
守
浅
野
家
へ
、
次
男

の
正
圓
を
江
州
膳
所
の
大
守
本
多
家
に

仕
官
さ
せ
、
三
男
宗
正
に
家
職
を
継
が

せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

晩
年
は
洛
東
の
瓜う

生り
ゅ
う山
麓
に
草
庵
を

建
て
、
詩
仙
堂
を
建
て
て
移
り
住
ん
で

い
た
石
川
丈
じ
ょ
う

山ざ
ん

（
一
五
八
三
─
一
六
七

二
、
漢
詩
人
・
書
家
）
と
親
交
を
持
ち
、

風
月
を
友
と
し
茶
を
楽
し
む
悠
々
自
適

の
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
丈
山
の
筆
に

な
る「
大
津　

茶
ひ
し
や
く
屋　

正
玄
」

の
暖の

簾れ
ん

が
家
に
伝
わ
り
、
ま
た
詩
仙
堂

に
は
八
代
正
玄
の
寄
贈
に
な
る
石
燈
籠

た
。
二
十
三
歳
の
頃
の
こ
と
で
す
。
豊

臣
秀
吉
か
ら
「
天
下
一
」
の
称
号
を
許

さ
れ
て
い
た
柄
杓
師
一い
ち

阿あ

弥み

に
師
事
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
小

堀
遠
州
に
茶
柄
杓
作
り
の
名
手
と
認
め

ら
れ
、
遠
州
の
推
挙
で
将
軍
家
の
柄
杓

師
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
伏
見
奉
行
を
勤
め
る
遠
州
の

も
と
へ
寒
暑
、
雨
雪
も
い
と
わ
ず
毎
日

通
い
、
当
時
の
人
々
よ
り
「
日
参
の
正

玄
」
と
呼
ば
れ
る
程
、
熱
心
に
茶
を
学

び
ま
し
た
。
茶
道
に
対
す
る
志
は
非
常

に
深
く
、
遠
州
の
直
弟
子
と
し
て
茶
道

の
奥
儀
を
相
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
州
か
ら
大
名
に
仕
官
す
る
よ
う
に

小堀遠州筆　初代正玄宛文

竹
花
入　

園
城
寺
写　

三
代
正
玄
作
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が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
徳
寺
第
百
五
十
六
世
持
江こ
う

月げ
つ

宗そ
う

玩が
ん

に
参
禅
し
、
そ
の
仲
介
で
千
宗

旦
の
柄
杓
も
作
り
、
そ
の
知
遇
を
得
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
同
時
代
に
生
を
共
に

し
た
文
化
人
と
の
交
流
の
印
と
し
て
、

小
堀
遠
州
の
正
玄
宛
文
、
江
月
和
尚
柄

杓
の
頌
な
ど
が
黒
田
家
に
伝
来
し
て
い

ま
す
。
正
玄
は
ま
た
竹
細
工
を
巧
み
と

し
、
一い
と

重え

切ぎ
り

花
入　

銘
「
帰き

雁が
ん

」
を
残

し
て
い
ま
す
。
初
代
は
承
応
二
年
（
一

六
五
三
）
八
月
八
日
に
七
十
六
歳
で
没

し
て
い
ま
す
。

　

家
業
を
継
い
だ
三
男
の
宗
正
は
父
よ

り
茶
を
学
び
、
遠
州
の
推
挙
で
三
代
将

軍
家
光
の
柄
杓
師
と
し
て
御
用
を
つ
と

め
ま
す
。
そ
の
子
孫
は
幕
末
ま
で
柄
杓

師
と
し
て
将
軍
家
の
御
用
を
つ
と
め
ま

し
た
。
三
代
正
玄
よ
り
覚
々
斎
や
久
田

家
三
代
宗
全
の
御
用
を
つ
と
め
、
千
家

へ
の
正
式
な
出
入
り
は
三
代
の
頃
か
ら

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

五
代
正
玄
は
八
代
将
軍
吉
宗
、
表
千

家
七
代
如
心
斎
、裏
千
家
八
代
又
玄
斎
、

武
者
小
路
千
家
直
斎
宗
守
の
御
用
を
つ

と
め
、
北
小
路
室
町
の
現
在
地
に
居
を

構
え
ま
す
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）、

七
十
一
歳
で
没
し
ま
し
た
。

（
以
降
次
号
に
つ
づ
く
）

文化振興会

　昨年１１月、日頃から水遣りや手入れに精を出すボ
ランティアの皆さんの手によって、新しいプランターに
植え替えられました。
　色とりどりの花たちが、落ち着いた風合いのプラン
ターに一層映え、来庁者や道行く人々の心を和ませ、
まちの美化や環境改善にも一役買っています。
　花の植替えや手入れをしていただけるボランティア
の方を、引き続き募集しています。
お問合せは、区役所まちづくり推進課まで

（電話４４１－５０４０）

みんなで花を
咲かそう活動

～上京区役所玄関前を飾る花々が冬の装いに～

京
・
上
御
霊
前
烏
丸
西

☎
〇
七
五
・
四
四
一
・
〇
六
一
〇
㈹

石
川
丈
山
筆　

暖
簾



文化振興会

ふ れあい事業

　

恒
例
の
秋
の「
上
京
茶
会
」が
、
十
一月
十
六

日
、叡
昌
山
本
法
寺
に
て
裏
千
家
の
懸
釜
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
法
寺
の
建
造
に
は
本
阿
弥
光
悦
が
深
く

関
わ
って
お
り
、
寺
は
光
悦
な
ど
本
阿
弥
家
の

菩
提
寺
に
も
な
って
い
ま
す
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、光
悦
作

に
よ
る
名
勝「
三
つ
巴
の
庭
」に
降
る
雨
に
も
ま

た
風
情
が
あ
り
、
貴
重
な
文
化
財
の
数
々
の

中
、お
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
心
静
か
な
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「上京区民ふれあいまつり２００８」が、１０月１８日に新町
小学校にて開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、各学区・団体による模擬店や遊
びコーナーは大盛況となりました。
　また、特設ステージでは、新町小学校児童によるバト
ン・音楽演奏や上京中学校生徒による吹奏楽演奏のほ
か、和太鼓や大道時代劇ショーなどがくりひろげられ、会
場に集まった子どもからお年寄りまでのたくさんの区民の
皆さんが互いにふれあう楽しい一日となりました。

　

多
様
な
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、「
上
京
区
民
ふ
れ
あ
い
文

化
大
学
」が
十
二
月
二
日
、
ホ
テ
ル
ル
ビ

ノ
京
都
堀
川
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、源
氏
物
語
千
年
紀
を
記
念

し
て
、「
紫
式
部
が
生
き
た
時
代
〜
上

京
の
史
跡
に
ふ
れ
て
〜
」と
題
し
、
同
志

社
女
子
大
学
特
任
教
授
・
朧
谷
寿 
氏

に
講
演
を
し
て
い
だ
き
ま
し
た
。

　
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
の
中
に
、
区

内
の
身
近
な
史
蹟
も
た
く
さ
ん
登
場

し
、
上
京
の
歴
史
の
深
さ
を
再
認
識
で

き
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
の
人
権
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
十
二
月
十
一日
、

同
志
社
大
学
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
人

権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
歌
手
の
叶
れ
い
子
氏
を
お
招
き

し
、「
元
祖〝
オ
ー
ロ
ラ
輝
子
〞の
親
不
孝
人
生
！
〜
お

母
さ
ん
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
自
身
の
体
験
談
や
歌
を
お
り
交
ぜ
な
が
ら
の
情

感
あ
ふ
れ
る
語
り
口
は
、
参
加
者
の
感
動
を
呼
び
、
心

に
残
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
44
回

第
44
回

たきぎのうたきぎのう

上
京
区
文
化
振
興
会
創
立
50
周
年
記
念

上
京
区
文
化
振
興
会
創
立
50
周
年
記
念

　

今
回
で
第
四
十
四
回
目
と
な
る
「
上
京
薪

能
」が
、
九
月
十
九
日
、
金
剛
能
楽
堂
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
各
社
中
に
よ
る
舞
囃
子
、
仕

舞
、琴
の
演
奏
が
行
わ
れ
、清
祓
い
の
儀
に
始
ま

る
第
二
部
で
は
、い
ち
ひ
め
雅
楽
会
舞
楽「
青
海

波
」、
宮
城
社
・
麻
ノ
会 

琴「
初
鶯
」、
金
剛
流

舞
囃
子「
玉
葛
」、大
蔵
流
狂
言「
盆
山
」、観
世

流
能「
葵
上
」等
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

台
風
十
三
号
の
接
近
に
よ
り
、会
場
を
変
更

し
て
の
開
催
で
し
た
が
、例
年
と
は
ま
た
違
っ
た

趣
の
中
、多
く
の
来
場
者
が
伝
統
芸
能
を
堪
能

し
ま
し
た
。

き
よ
は
ら

上京区民ふれあいまつり２００８

お
ぼ
ろ
や

上
京
区
人
権
月
間

 「
講
演
の
つ
ど
い
」

　１１月３０日、「上京区民ふれあい史蹟ウ
ォーキング」が秋深まる好天の中、開催さ
れました。
　今回は、京都御苑椹木口をスタートし、
九条池、平安女学院、京都府庁、伊藤仁
斎宅跡、蛤御門、白雲神社を巡り、京都御
苑椹木口まで戻る約３キロを歩きました。
　参加者は、平安女学院明治館など、そ
れぞれの史蹟の説明を受けながら、紅葉
の中、心地よいウォーキングを楽しむことが
できました。

上京区民
ふれあい史蹟ウォーキング
上京区民
ふれあい史蹟ウォーキング

上
京
茶
会
ふ
れ
あ
い
文
化
大
学

上
京
区
民

─ 14 ─
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「
上
京  

史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙／京都御苑／小谷一之撮影
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※㈶日本健康・栄養食品協会のＧＭＰ基準に合格した認定工場。




